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1991)，両者の地理的分布は重なっている。そこで，本
種は分類学上B7zjppo"jcaの近似種でもあることから，
宮崎肺吸虫の第１中間宿主になり得るではないかと疑い，
その点を解明するためこの研究を行った。

調査方法

1990年10月長崎県西彼町平山木場を流れる渓流で計９７
匹の微小巻貝を採取した。直ちに，実験室に持ち帰り外
部形態を観察し，一部を種の同定に供するため，貝類の
分類学者である波部忠重博士に送付した。そして，残り
のものは１匹ずつ殻長及び殻幅を計測をした後，0.4％

の食塩水１滴を落としたスライドグラス上に置き，その

上にもう１枚のスライドグラスを載せ，軽く圧して貝殻
を破砕した。そして，解剖針で貝殻を取り除き，実体顕
微鏡下で軟部組織を解剖し，肺吸虫幼虫を検索した。検
出した肺吸虫幼虫は染色することなく，レジアについて

は計測後，カバーグラスで軽く圧平して内部構造及び内
部幼虫の発育状況を観察した。セルカリアについては，
生鮮標本で形態観察を行った後，一部のものについて温
ホルマリン水にて固定し，計測を行った。

結果

緒ロ

宮崎肺吸虫〃｢αgonjmusmjyazaABjjKamoetaJ.，
1961の第１中間宿主は初鹿ら（1966）によって，初め

て山口県岩国市及び美祢市から発見され，その種は淡水

産微小貝アキヨシホラアナミジンニナByt/DiMza
njpponicaaﾉｾiyos肱ｎｓｊｓ（KurodaetHabe，1957）
と報告された。その後，四国地方，九州地方北部，近畿

地方南部の宮崎肺吸虫の分布地から第１中間宿主が報告
され，それらはいずれもホラアナミジンニナ

BythjMJα〃jpponjcaMori，1937とされている（西

田ら，１９６９；今井ら，１９７６；杉山ら，1982)。貝類の専

門家である波部（私信による）はα虎jyoshje'zsjsとい
う亜種（地方型）に分ける必要はなくなった旨の見解を

述べて以来，第１中間宿主はＢ"jpponicaとすること
に諸家の意見は集約されつつある。

他方，東海地方の宮崎肺吸虫の分布地では題中間宿主は

長い間，不明のままであったが，佐野ら（1979）は

SCZgα"oasp・がその役を荷負っていることを明らかに

した。その後，この地下水性微小貝は力ワネミジンツポ

SqganoMauﾉα'zensisMasudaetHabe，1989と命名

され（増田・波部，1989)，今日に及んでいる。
他方，九州地方の西部，長崎県西彼杵都西海町の七つ釜
鍾乳洞からはナナツガマホラアナミジンニナＢ・

hu6otaiKurodaetHabe,1957が報告されている。こ

の淡水産微小貝は西海町のみならず西彼杵半島の北西部
に広く分布している（西彼杵郡西彼町，大瀬戸町，外海
町)。西彼，大瀬戸，外海の３町には他種肺吸虫は分布
せす，宮崎肺吸虫のみが分布しているので（西田ら，

採集された微小巻貝

検査された微小巻貝93匹の大きさは1.1-1.6×0.7-1.1

mm(1.42×0.94ｍ)，形は球卵形，特に体層は大きく膨ら

み，螺層は３であった（photo.，。そして波部忠重博

士によりナナツガマホラアナミジンニナBythjMZα
(MOriaMu6otajKurodaetHabe，1957と同定され
た。

'）愛媛大学医学部寄生虫学教室

2）長崎県時津町
宮崎肺吸虫幼虫の検出

検出された93個体のＢ・んu6otajのうち３個体
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(3.2％）の肝臓及び中腸付近から短尾セルカリアとその

レジアが検出された。検出された幼虫の寄生状況は

Tablelに示すとおりで，計18隻の第二代レジア（内

部にセルカリアが確認されたもの）と50隻のセルカリア

が得られた。スポロシスト及び第一代レジアは見いださ

れなかった。観察した第二代レジア13隻の計測値は

Table2に示すとおりで，それらは嚢状構造（213-322

×85-184ノリ、）を呈し，咽頭及び腸管を持っていた。そ

して内部には1-7個の胚球と1-4隻のセルカリアが含まれ

ていた（Photo、２)。貝体内に遊離していたセルカリア

は生鮮および固定して観察したが，固定標本21隻の大き

さは146-253(182)×56-83(70)ノリｍで，体前端には大き

な口吸盤とその背側には著明で大きさ22-33(28)×3-7(4)

似ｍの穿刺鰊を，また体中部には7対の侵入腺細胞とそ

の後方には腹吸盤を持っていることが確認された。更に，

体後部にはＩ字状の排泄嚢，正中溝また体後端には円柱

状の短い尾部，13-24(17)×10-18(15)ノリｍがそれぞれ観

察された（PhotoBTable3)。なお検出されたセルカ

リアには肺吸虫セルカリアに類似するNanophyetidae

セルカリア（斉藤ら,1977）に見られる腺細胞は認めら

れなかった。以上の形態観察と得られた計測値を自然感

染および実験的感染の宮崎肺吸虫幼虫（初鹿ら，１９６６；

TablelParasiteburdenofPqﾉ･〔lgo'1/"Ｉｌｌｓ〃'八'〔に〔lMIarvaeinBW/】ﾉﾉIC//(ﾉＡｌｌｂｏｒ(｛/

collectedinSeihi-cho,NagasakiPrefecture,Japan

Sizeof

snails(ｍ、）

Ｎｏｏｆ

２ndrediaQsporocysLIs[rediae．cercarIae

1.5×1.0

1.4×1.0

1.3×0.9

０
０
０

０
０
０

８
４
６

１５

８

２７

Total ０ ０ 1８ 5０

Table2Measuremen(ｏｆＰｑｒｑｇｏ'１/"Ims'"パーqM2ndrediae(ｉｎｌｕｍ）□

２ndrediae Presentstudy Sanoeru/、

(１９７９）

Hatsushika

U967）

Ｂｏｄｙ （Ｌ）

（Ｗ）

213-322(272）

８５－１８４（132）

420-530(470）

'１０－１５０（１２０）

490-680(550）

１１５－１４０（１２５）

Pharynx（Ｌ）

（Ｗ）

44-62（50）

37-51（４３）

50-52（５１）

45-62（５４）

５１－６８（６０）

51-60（５７）

[mes(ine（Ｌ）

（Ｗ）

４４－１２４(79）

37-96（55）

５０－９０（７３）

'００－１６０（１２３）

8５－１３０（１２５）

Ｎｏ．ｏｆinternal

gｅｒｍｂａｌＬ
－

ｃｅｒｃａｒｌａｅ

１－７（3.5）

１－４（2.0）

3－５ 4-7（６）

Ｎｏ．ｏｆｓｐｅｃｉｍｅｎｓ

ｓｏｕｒｃｅ

1３ ４ ４

Naturalin-

fectionof

BW/7/"ﾋﾟﾉﾉa

Awbolaノ

Naturalin-

fectionof

Sqgα/ｒｏａ
ＡＱｗα"e"s/ｓ

NaturaIin-

fectionof

B.〃jﾉﾌﾉﾌo"ＩＣ(！
〔ｌＡｉｗ〕s/1ﾉﾋﾟﾉ1sな

Thenumbersinparenthesisindiｃａｔｅｔｈｅｍｅａｎｓ

Ｌ:LengthW:Width
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Table3Measuremen[ｏｆＰｑﾉug()"ﾉﾉ"“ﾉ"/Ｍ亘鰍ﾉﾉcercariae(ｉＭｍ）●

Cercanae
●

Presentstudy Gyoten(unpublished） Hatsushika（1967）

Body（L）

（Ｗ）

146-235（182）

56-83（70）

I46-179U65）

60-80（69）

172-238(200）

７７－１０９(93）

151-259（191）

62-97（75）

Oral

sucker

ｌ

Ｕ
Ｗ
ｌ
１

44-55（47）

28-46（38）

34-38（37）

31-42（37）

41-57（48）

40-51（46）

43-62（48）

35斗８（43）

Ace‐ （Ｌ）

tabulum（Ｗ）

2１－４１（26）

20-37（28）

２１－３１（25）

26-33（30）

25-33（30）

31-38（34）

33-41（３８）

30-38（35）

ｊ

ｕ
Ｗ
１
ｌ

ｔｅＶ
ヴ
ｔ

Ｓ

22-33（２８）

３－７（４）

26-31（29）

４－６（５）

27-35（30） 24-30（28）

５－６（５）

Ｔａｉｌ

ｊ

ｕ
Ｗ
１
Ｉ

Ｉ３－２４ｕ７）

１０－１８（１５）

1３－１７（１５）

１１－１７（１４）

1５－２１（１８）１４－１８（１７）

Specimen Fixedin

hotfOrmalin

Fixedin

ho[formalin

Living Living

Ｎｏｏｆ

Ｓｐｅｃｉｍｅｎ

２１ ９ 1２ 3０

Source Ｎａｍｒａｌｉｎ‐

fecUonof

Bv//】"１２ﾉﾉ(ノ

ノＭＷａ／

Experimen[al
infectionof

Bﾉ】〃)/)o"/αノ

"ﾉﾉ〕ﾉﾌO"lCａ

Experimental
infectionof

B.〃．

"ﾉﾉ)/〕o"ｌｃｑ

Ｎａ[uralin-

fectionof

B・ノ】､qAjvos/7ﾉｰ

e"s（ａnｄ

Ｂ.〃.〃'pﾉﾌﾞoﾉ]/Ｃａ

Thenumbersinparenthesisindica[ethemeans

LLength，Ｗ:Ｗｉｄｔｈ．

初鹿，１９６７；行天，未発表）のそれらと比較検討したと

ころ，両者はそれぞれほぼ一致していた。また，本調査

地とその周辺には宮崎肺吸虫のみが分布し，他種の肺吸

虫が見られないことが既に西田らの調査（1991）で明か

となっている。これらのことから今回ナナツガマホラア

ナミジンニナBJbubotaiから得られた肺吸虫幼虫は宮

崎肺吸虫Ｐａｒｑｇｏ"ｊｍｕｓｍｉｙａｚａ航ＫａｍｏｅｔａＪ.，
1961のものと考えられた。

考察

宮崎肺吸虫の第１中間宿主としてホラアナミジンニナ，

力ワネミジンツポについで，その第３種としてナナツガ

マホラアナミジンニナが見いだされた。

この貝では比較的感染率が高く（3.2％)，容易に宮崎

肺吸虫幼虫（セルカリア及びレジア）を発見することが

出来た。即ち，岩国市でのアキヨシホラアナミジンニナ

ではセルカリアの検出率は2.8％（初鹿ら，1966)，川根

町の力ワネミジンツポでは0.6％（佐野ら，1979）であ

る。宮崎肺吸虫メタセルカリアのサワガニでの感染率が

比較的高〈（サワガニ55匹中17匹，30.9％)，かつ陽性

ガニ１匹当たりのメタセルカリアの寄生数の平均が1.7

個という濃厚分布地を調査地として選んだのが幸いした

ものと思われる。この調査の結果，宮崎肺吸虫は終宿主

におけると同様に第１中間宿主においても多宿キ件をと

る寄生虫であることが明かとなった。本虫の分布がしら

れておりながら，その第１中間宿主が不明な地域は近畿

地方北部を初め多数の地域に及んでいる。第１中間宿主

の種が不明な地域においてもこれらを明らかにしてゆき
たい。

要約

1990年10月，宮崎肺吸虫の分布地である長崎県西彼杵

西彼町平山木場の山間渓流において採集したナナツガマ

ホラアナミジンニナByZ/ZjneJZaﾉｾu6otai93匹を検査し，

うち３匹から肺吸虫幼虫（セルカリア及び第二代レジア）

を検出した。これらの形態学的特徴から，宮崎肺吸虫の
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Fi2］Ａｍｉｎu[efi-eshwatersnailβＷ/】/"eﾉﾉ〔ｌｌＭＷｑｊ,collectedatasmallstreaminSeihi-cho,NagasakiPrefecture(Scale
indica[ｅｓＯ４ｍｍ)．

Fig.２A2ndrediaofﾙﾉﾛgo"ｊ"TⅣs〃7ﾊﾛﾆﾛﾊﾉﾉdetectedwithinaminutesnaiLBW/7/"ﾋﾟﾉﾉＱＡＬｲ６０ｍ/(ScaleindicateslOO似、)．
Fi23AcercariaofPamgoﾉ7ﾉﾉ７１"s"7八二α肋detectedwithinthesamesnailtha[harbouredthe2ndrediashowninFi9.2(Scale～

indicates50um)．

ものと考えた。ここに宮崎肺吸虫の第１中間宿主の第３
種としてナナツガマホラアナミジンニナを追加する。
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HIRosHINISHIDA1),ＪｕＮＩｃＨＩＧＹＯＴＥＮｌ)ＡＮＤＫＩＮｚｏｕＭＡＴＳＵＢＡＹＡＳＨＩ２）

ノノDepqrrme"rq/Pamsilo/ogy,ＥﾉｌｊｍｅＵ"んersjnﾉSchoo/q/Ｍｅｄｉｃｊ"２
２)mogjrs砂c/､,/VngQsaAjPre/igcmre

Ninety-threemlnutesnails,ByW"ﾋﾟﾉﾉｑｌＭﾌorqiKurodaerHabe，1957,werecollectedatamountainstreamin
Hirayamakoba,Seihi-cho,Nishisonogi-gun,NagasakiPrefecture,Japan,wherealungfluke,Pamgo"""L（ｓ'"ＭJごｑｋｉｉ
Ｋａｍｏｅｌα/､，１９６１，isdistributed・ＴｈｅｙｗｅｒｅｅｘａｍｉｎｅｄｆｏｒＰａｍｇｏ"ﾉﾉﾂmslarvalinfectionandthreeofthemharbored
larvaewhichwerecercanaeand2ndrediae・ThelarvaewereidentifiedasP.〃z八,αこ(Wjonthebasisofmorphological

CharactenstlcsandepidemiologicalfeaturesthattherearenolungHukes,exceptfOrP.'"八，αﾐｑＡｊｉ,inthisarea・Thusβ、
/Ｍ）orqjisregardedasthethirdspeciesofthels[intermediatehostsofP.〃7八，(に(Ｗ￣

1．




